
安曇野市公民館報第56号（令和 2年 9月）（1）

日ごろの活動の成果であるご自慢の作品・一芸を文化祭で発表しませんか。
出展点数は作品内容によって異なりますので、各地域公民館へお問い合わせください。
また、文化祭に出展された作品の中から、令和 3 年 3 月開催予定の「安曇野市総合芸術展」

の出展作品が選ばれます。皆さんの出展をお待ちしています。　  ※日程は予定（全地域）

豊科　　問い合わせ先：豊科公民館（472 － 2158　673 － 6401）　　

3333333333333333333333333333333

募集内容 絵画・水墨画・書道・写真・彫刻・彫塑・工芸・菊花など

申込み期限 9月18日（金） 申込み方法 豊科公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
（展示場所）

美術・一般作品（豊科公民館）
展　示：11月6日（金）～8日（日）
　　　　午前9時～午後5時
　※8日（日）は午後3時まで
搬　入：11月5日（木）午前9時～
片付け：11月8日（日）午後3時～

菊花展　（豊科交流学習センター「きぼう」
回廊中庭）
展　示：10月29日（木）～11月1日（日）
　　　　午前 9 時～午後 4 時
搬　入：10月28日（水）午後1時30分～
片付け：11月2日（月）午前8時30分～
華道展・書道展
（豊科交流学習センター「きぼう」）
 展　示：10月31日（土）～11月１日（日）

午前9時～午後5時
※11月１日（日）は午後3時まで
短歌大会（豊科公民館　大会議室）
開催日：11月14日（土）
俳句大会（豊科公民館　大会議室）
開催日：11月15日（日）

ピアノリレー
コンサート
（開催場所）

ピアノリレーコンサート
（豊科公民館大ホール）
開催日時：11月7日（土）
　　　　　午後1時～3時
演奏者募集（高校生以上）先着20人
※申込みは9月16日から10月7日まで

の間に公民館へ

地域文化祭の開催 ・作品募集地域文化祭の開催 ・作品募集

※芸能発表会・お茶会は中止いたします。

三郷　　問い合わせ先：三郷公民館（477 － 2109　677 － 6060）

募集内容 盆栽･山野草･木彫石彫･生花･絵画･彫刻・彫塑・手工芸･短歌俳句･和洋裁･写真･絵画･書道･菊花など

申込み期限 8月31日（月）※地域回覧で周知済み 申込み方法 三郷公民館窓口で所定の用紙に記入

- 展示日程
（展示場所）

文化産業展（三郷公民館）

展　示：10月10日（土）午後１時～ 7 時

11日（日）午前 9 時～午後 3 時

搬　入：10月10日（土）午前 9 時～ 10 時

片付け：10月11日（日）午後 3 時～ 4 時

菊花展（三郷公民館ロビー）
展　示
11 月 2 日（月）～ 7 日（土）
午前 9 時～午後 9 時
※７日（土）は午後３時まで

搬　入：11 月 2 日（月）午前 9 時～ 10 時
片付け：11 月 7 日（土）午後 3 時～ 4 時

※ふれあいコンサート、芸能発表会は中止いたします。

安曇野市

中央公民館

No.56 2020.9.2

TEL71-2466
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公
民
館
活
動
推
進
功
労
者
表
彰
と
地

区
公
民
館
報
表
彰
は
安
曇
野
市
公
民
館

大
会
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
７
月

27
日
に
市
役
所
３
階
の
会
議
室
で
行
わ

れ
た
。
表
彰
後
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

通
し
て
の
思
い
出
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地

区
公
民
館
活
動
の
難
し
さ
な
ど
に
つ
い

て
語
ら
れ
た
。
受
賞
者
及
び
受
賞
し
た

公
民
館
は
次
の
と
お
り
。

　

▼
公
民
館
活
動
推
進
功
労
者

　
元
新
田
地
区
公
民
館
長　

太
田
清
秋
さ
ん

　　

▼
地
区
公
民
館
報
受
賞

　

最
優
秀
賞　

豊
里
地
区
公
民
館

　

優
秀
賞　
　

牧
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　

塚
原
地
区
公
民
館

堀金　　問い合わせ先：堀金公民館（472－5796　672－4900）

明科　　問い合わせ先：明科公民館（462－4605　662－5894）

募集内容 菊花・盆栽・書道・写真・絵画・彫刻・彫塑・水墨画・手芸・生花・フラワーアレンジメントなど

申込み期限 個人で出品される方　10 月10 日（土） 申込み方法 堀金公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
（展示場所）

作品展示（堀金総合体育館メインアリーナ）
展　示：10月30日（金）～11月１日（日）　午前9時～午後8時　

※11月１日（日）は午後 4 時まで
搬　入：10月29日（木）午前9時～午後5時
片付け：11月１日（日）午後4時～5時

募集内容 書道・水墨画・絵画・写真・彫刻・彫塑・陶芸・和洋裁・手芸・織物・押花・押絵・生花・菊花・
盆栽・俳句短歌・学習発表など

申込み期限 9 月 30 日（水） 申込み方法 明科公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
（展示場所）

作品展示（明科公民館）
展　示：10月31日（土）～
　　　　11月1日（日）
午前 9 時～午後 5 時
※11月1日（日）は午後3時まで

搬　入：10月30日（金）午前9時～
片付け：11月1日（日）午後3時～

ステージ発表
（開催場所）

お楽しみサロン（明科公民館講堂）
10月31日（土） 午前10時～午後3時

晩秋コンサート（明科公民館講堂）
11月1日（日）午後1時～3時

公
民
館
活
動
推
進
功
労
者
表
彰

地
区
公
民
館
報
表
彰

左から、塚原地区公民館長　浅川義明さん、牧地区公民館長
田中吉弘さん、豊里地区公民館長　高山公明さん、元新田地
区公民館長　太田清秋さん

※芸能祭・堀金一周駅伝大会は中止いたします。

※芸能発表会は中止いたします。

問い合わせ先：穂高公民館（482 － 5970）
※穂高地域文化祭については、穂高文化協会理事会で検討した結果、中止いたします。

新型コロナウイルスの感染状況により、文化祭の開催が中止となったり、内容が変更となったりする場
合がありますので、ご留意ください。また、地域文化祭来場に際しては、新型コロナウイルス感染拡大防
止のため基本的な感染症対策についてご協力をお願いいたします。
・マスクを着用するなど咳エチケットに配慮し、飛沫拡散防止に努めましょう。
・手洗い又は手指の消毒をしましょう。　・発熱や風邪の症状がある方は、来場を自粛しましょう。
・作品鑑賞中は、人と人との間隔を空け、向かい合っての会話は避けましょう。
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私
た
ち
の
会
は
、
昨
今
の
プ
ロ
の
よ

う
に
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
無
く

地
味
だ
が
「
昔
か
ら
の
お
祭
り
や
盆
踊

り
の
太
鼓
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
魂
に

響
く
よ
う
力
を
込
め
て
打
つ
べ
し
！
太

鼓
は
叩
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
間
違
え
て
も

良
い
か
ら
一
生
懸
命
打
つ
べ
し
！
魂
に

届
き
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

打
つ
べ
し
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
演
奏
し

て
い
る
。

堀
金
公
民
館
で
、
毎
週
土
曜
日
の
午

後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
楽
し
く
、
時
に

厳
し
く
練
習
し
て

い
る
。
津
軽
三
味

線
と
の
合
同
練
習

は
不
定
期
だ
が
、

お
互
い
に
都
合
の

合
う
日
曜
の
午
前

中
に
集
中
し
て
３

時
間
練
習
し
て
い

る
。
ど
ち
ら
の
練

習
も
公
開
し
て
い

る
の
で
、
会
に
興

味
を
持
た
れ
た

ら
、
都
合
の
良
い

時
に
気
軽
に
遊
び

に
来
て
下
さ
い
。

地
域
・
性
別
・
年

齢
・
経
験
な
ど
の

制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

代
表　

中
村　

徹

（
日
本
太
鼓
財
団
公
認
指
導
員
）　

０
９
０
・
８
３
２
６
・５
９
８
３

　

田
多
井
地
区
は
堀
金
の
西
山
山
麓
に

あ
り
、
堀
金
地
域
で
は
最
も
早
く
人
が

住
み
着
い
た
歴
史
の
あ
る
地
区
で
、
約

八
千
年
前
の
生
活
跡
が
残
っ
て
お
り
、

縄
文
時
代
の
土
器
も
拾
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
高
齢
化
率
は
36
パ
ー
セ
ン
ト
台

だ
が
、
そ
の
高
齢
者
の
多
く
が
生
産
者

で
あ
り
、
毎
日
、
田
畑
に
出
か
け
て
は

野
菜
や
果
物
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
農

村
地
区
で
あ
る
。

　

毎
年
、
球
技
大
会
や
納
涼
祭
、
公
民

館
旅
行
な
ど
を
開
催
し
区
民
の
親
睦
を

図
っ
て
い
る
。
近
年
は
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
人
形
劇
や
絵
手
紙
、
手
芸
の
講

習
会
、
歴
史
を
学
ぶ
会
な
ど
も
開
催
し

て
い
る
。
し
か
し
、
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
地
区

公
民
館
活
動
が
ほ
と
ん
ど
出
来
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
昨

年
度
、
公
民
館
と
し
て
取
り
組
ん
だ
活

動
の
一
つ
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

　

田
多
井
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
観
音
堂

（
福ふ

く
じ
ゅ
さ
ん

聚
山
観
音
寺
）
が
あ
る
。
こ
の
観

音
堂
の
看
板
と
案
内
板
が
長
い
年
月
の

風
雪
・
風
雨
の
た
め
見
る
も
無
残
な
形

と
な
り
、
何
と
か
し
な
く
て
は
い
け
な

い
状
況
と
な
っ
た
。
区
に
は
観
音
堂
世

話
人
会
が
あ
る
が
祭
典
や
管
理
の
た
め

の
予
算
し
か
無
い
た
め
、
公
民
館
役
員

が
中
心
と
な
っ
て
看
板
と
案
内
板
を
新

し
く
す
る
有
志
会
を
結
成
し
た
。
観
音

堂
は
市
指
定
文
化
財
で
は
な
い
た
め
、

市
か
ら
の
援
助

は
難
し
い
と
思

わ
れ
た
。
し
か

し
会
の
お
願
い

が
届
き
、
案
内

板
は
市
が
作
成

し
て
く
れ
る
こ

と
と
な
り
、
今

年
３
月
に
市
に

よ
っ
て
新
し
い

案
内
板
が
取
り

付
け
ら
れ
た
。

看
板
も
玄
蕃
稲
荷
神
社
の
宮
澤
神
主
に

書
い
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
、
有

志
会
が
看
板
を
取
り
替
え
た
。

　

こ
の
観
音
堂
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

郷
土
史
研
究
家
故
猿
田
哲
朗
氏
が
昭
和

42
（
１
９
６
７
）
年
９
月
の
堀
金
村
公

民
館
報
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
観

音
堂
は
観
音
寺
の
脇
に
建
て
ら
れ
た

が
、
明
治
初
年
、
廃
仏
毀
釈
の
波
で
観

音
寺
は
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
在
の
お

堂
の
み
が
残
っ
た
。
観
音
寺
は
祈
願
寺

と
し
て
創
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
観
音
堂
は
地
区
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　

観
音
堂
前
に
は
大
き
な
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
が
あ
る
。
毎
年
、
桜
の
時
期
に
は
多

く
の
写
真
マ
ニ
ア
が
訪
れ
る
こ
の
観
音

堂
を
後
世

に
伝
え
て

い
く
の
も

公
民
館
の

役
割
だ
と

思
う
。

（
前
田
多
井
地
区
公
民
館
長　

鶴
見
宏
）

（
田
多
井
地
区
公
民
館
長　

猿
田
典
宏
）

「
あ
づ
み
の
鼓
友
会
」
は
、
平
成
20

（
２
０
０
８
）
年
の
春
、
穂
高
地
域
を

拠
点
と
し
た
和
太
鼓
好
き
の
仲
間
が
集

ま
っ
て
で
き
た
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
で
、

今
年
で
結
成
13
年
目
に
な
る
。
会
員
の

太
鼓
歴
は
０
～
33
年
、
年
齢
は
６
～
63

歳
で
、
性
別
も
居
住
地
域
も
さ
ま
ざ
ま

な
14
人
で
活
動
中
だ
。

５
月
に
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公

園
で
開
催
さ
れ
る
あ
づ
み
の
公
園
早
春

賦
音
楽
祭
や
穂
高
地
域
の
納
涼
祭
や
文

化
祭
、
新
屋
の
諏
訪
神
社
や
穂
高
神
社

の
お
祭
り
な
ど
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
結
成
10
年
目
の
春
、
偶
然

に
知
り
合
っ
た
津
軽
三
味
線
の
グ
ル
ー

プ
と
意
気
投
合
し
て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
試
み
た
と
こ
ろ
好
評
を
得
て
、
最

近
は
活
動
範
囲
が
広
が
り
、
松
本
市
内

商
店
街
の
催
し
や
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
、

山
形
村
の
介
護
老
人
保
健
施
設
で
の
敬

老
会
な
ど
で
も
演
奏
を
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
太
鼓
っ
て
叩
く
の
で

し
ょ
う
か
、
打
つ
の
で
し
ょ
う
か
？

グ
ル
ー
プ
紹
介

あづみのあづみの鼓鼓
こゆうかいこゆうかい

友会友会（穂高）（穂高）

地
区
公
民
館
だ
よ
り

地
区
公
民
館
だ
よ
り

田
多
井
地
区
公
民
館（
堀
金
）

三味線とコラボ（ほたか芸能まつり）
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東
京
五
輪
が
延
期
さ
れ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
全
国
大
会

が
中
止
さ
れ
各
地
の
予
選
会

も
消
滅
し
た
が
、
市
中
学
校
体
育
大
会

は
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
予
期
せ
ぬ
出
来
事
を

前
に
し
て
、
大
人
は
子
ど
も
の
未
来
に

光
を
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。（
Ｔ
・Ｙ
）

欅欅

　

取
材
に
伺
っ
た
時
、
丸
山
さ
ん
は

懸け
ん

崖が
い
ぎ
く菊
の
手
入
れ
の
作
業
中
で
あ
っ

た
。
手
作
り
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

中
に
は
大
輪
菊
用
60
鉢
分
の
苗
が
定

植
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
た
。

菊
を
作
り
始
め
て
40
年
が
経
つ
そ
う

で
あ
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
花
に

興
味
が
あ
り
、
友
達
と
花
の
苗
を
交

換
し
あ
い
大
事
に
育
て
る
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

丸
山
さ
ん
い
わ
く
、
菊
作
り
の
基

本
は
な
に
を
お
い
て
も
土
作
り
だ
そ

う
だ
。
そ
の
た
め
に
晩
秋
に
落
葉
を

集
め
、
庭
に
大
き
な
穴
を
掘
り
２
年

か
け
て
熟
成
さ
せ
て
腐
葉
土
を
作
っ

て
い
る
。
ま
た
、
使
う
前
に
バ
ー
ナ

ー
で
火
を
通
し
燻
蒸
し
た
り
、
燻
炭

を
つ
く
っ
た
り
も
す
る
。
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
も
菊
づ
く
り
の
土
は

簡
単
に
手
に
入
る
が
、
自
分
で
腐
葉

土
を
作
り
菊
に
あ
っ
た
土
づ
く
り
を

す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い

る
。
土
だ
け
で
な
く
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
、
日
照
の
調
節
を
す
る
シ
ェ
ー

ド
、
苗
箱
な
ど
菊
作
り
の
た
め
の
ほ

　

貞
じ
ょ
う
き
ょ
う
享
３
（
１
６
８
６
）
年
に
発
生
し

た
百
姓
一
揆
「
貞
享
騒
動
」
の
首
領
で

あ
っ
た
多
田
加
助
の
墓
は
、
貞
享
義
民

社
の
北
隣
の
多
田
家
の
墓
地
に
あ
る
。

　

加
助
の
享
年
は
48
歳
。
墓
碑
の
表
面

に
は
「
悟ご

せ
つ
し
ょ
う
と
ん
こ
じ

雪
承
頓
居
士
」
の
戒
名
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
意
味
は
「
雪
の
よ
う
な

身
の
潔
白
、
頓に

わ

か
の
死
を
承う

け
ら
れ

た
居
士
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
墓
石
の
側
面
左
に
は
「
貞
享
三
丙ひ

の
え

寅　

十
一
月
廿
二
日　

多
田
嘉
助
安あ

ん
ど土

墓
」
と
あ
る
。「
安
土
墓
」
と
は
、
後

年
に
供
養
の
た
め
に
建
て
た
墓
の
意
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
側
面
右
に
は
「
享
保

十
乙き

の
と
み巳　

十
二
月
十
日　

風
屋
妙
寒
大

姉
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
加
助
の
妻
お

民
の
戒
名
で
あ
る
。
こ
の
墓
石
は
御
影

石
で
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
四
方
の
角
が

丸
く
欠
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
々
か

ら
こ
の
墓
石
を
粉
に
し
て
田
に
ま
く
と

豊
作
に
な
る
と
か
、
お
守
り
に
す
る
と

病
気
が
治
る
と
か
信
じ
ら
れ
、
削
っ
て

持
ち
去
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

　

加
助
の
墓
の
隣

に
は
、
加
助
と
同

時
に
処
刑
さ
れ
た

加
助
の
子
「
伝
八

（
12
歳
）」
と
「
三

蔵
（
10
歳
）」、
加

助
の
弟「
彦
之
丞
」

の
墓
が
あ
る
。

と
ん
ど
の
物
が
自
分
で
使
い
や
す
い
よ

う
に
工
夫
を
し
て
作
っ
て
あ
り
驚
い

た
。
ま
た
、
根
を
し
っ
か
り
張
ら
せ
る

た
め
に
は
、
水
を
や
り
す
ぎ
な
い
こ
と

が
大
切
だ
そ
う
で
、
こ
れ
も
長
年
の
経

験
か
ら
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
得
た
コ
ツ

だ
そ
う
だ
。
い
ろ
い
ろ
な
苗
を
取
り
寄

せ
、
３
年
間
育
て
て
み
て
自
分
の
育
て

方
に
合
う
か
ど
う
か
試
し
、
今
は
30
種

ほ
ど
を
育
て
て
い
る
。

　

豊
科
公
民
館
主
催
の
菊
花
展
に
育
て

た
菊
を
出
品
し
、
10
年
く
ら
い
前
か
ら

最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
受
賞
ま
で
に
は
、
豊
科
地
域
の
菊

作
り
先
進
地
「
光
菊
花
ク
ラ
ブ
」
に
出

向
き
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
教
え

を
請
う
た
り
し
て
「
光
菊
花
ク
ラ
ブ
に

追
い
つ
き
追
い
越
せ
」
を
目
標
に
工
夫

し
た
。
何
度
も
読
み
返
し
基
本
の
知
識

を
得
た
と
い
う
『
図
解　

初
歩
の
菊
作

り
』
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
年
季

が
入
っ
た
本
だ
っ
た
。

　

取
材
中「
菊
づ
く
り
は
、一
生
の
趣
味

だ
ね
」「
菊
と
話
が
で
き
る
ね
」
と
き

ら
き
ら
と
目
を
輝
か
せ
て
情
熱
的
に
話

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
我
が
子
を
育
て
る

よ
う
に
菊
に
愛
情
を
注
ぎ
、
丁
寧
に
世

話
を
し
て
い
る
様
子
を
実
際
に
見
せ
て
い

た
だ
き
、素
晴
ら
し
い
菊
が
育
つ
は
ず
だ

と
納
得
し
た
。

自
宅
の
庭
の
樹

木
や
花
壇
も
手

入
れ
が
行
き
届

き
、
植
物
全
般

に
愛
情
を
注
が

れ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
た
。

　

屋
敷
跡
は
、

貞
享
義
民
社

西
隣
に
あ
り
、

幅
約
６
㍍
ほ

ど
の
堀
の
一

部
分
と
堀
端

の
木
々
で
わ

ず
か
に
当
時

の
面
影
を
し

の
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　

多
田
住
宅
は
、東
西
30
間（
約
54
㍍
）、

南
北
35
間（
約
63
㍍
）。四
方
に
堀
を
巡

ら
し
、
堀
の
内
外
に
は
土
手
が
築
か
れ

て
い
た
と
い
う
。
慶
安
４（
１
６
５
１
）

年
の
検
地
帳
に
よ
れ
ば
、「
屋
敷
四
畝

廿
歩
」（
約
４
６
２
平
方
㍍
）
と
い
う

記
録
が
残
る
。
ま
た
、
江
戸
末
期
の
絵

地
図
に
は
、
宅
地
東
の
現
貞
享
義
民
社

本
殿
辺
り
に
「
郷ご

う

蔵ぐ
ら

屋
敷
」
が
描
か
れ
、

年
貢
蔵
が
建
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
規
模
と
造
り
か
ら
し
て
、
加
助
の

家
は
中
世
以
来
の
土ど

ご
う豪（
土
地
の
豪
族
）

の
系
譜
を
ひ
く
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

こ
の
屋
敷（
多
田
加
助
宅
跡
）は
、昭
和

35（
１
９
６
０
）年
に
長
野
県
史
跡
に
指
定

さ
れ
、大
切
な
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

私
は
一
生
懸
命

私
は
一
生
懸
命丸山　斌

たけし

さん（豊科）

古
き
を
尋
ね
て

古
き
を
尋
ね
て

�
多
田
加
助
の
墓
と
屋
敷
跡

秋には小菊の花が咲き誇る懸崖菊


